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はぎのこども園　ひなまつり会
イベント・行事の開催について 新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。

最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
に

順
次
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
案
内
が
届
き
ま
す

　
町
で
は
、
安
全
で
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
供
給
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
、
迅
速
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
行
え
る

よ
う
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
は

優
先
順
位
が
あ
り
ま
す

　

ワ
ク
チ
ン
は
徐
々
に
供
給
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
一
定
の
順
位
を
決
め
て
接
種
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
現
時
点
で
は
次
の
よ
う
な
順
で
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

●❶
医
療
従
事
者
な
ど

●❷
高
齢
者
（
昭
和
32
年
4
月
1
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
令
和
3
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
人
）

●❸
高
齢
者
以
外
で
基
礎
疾
患
が
あ
る
人

や
高
齢
者
施
設
な
ど
で
従
事
さ
れ
て

い
る
人

●❹
そ
れ
以
外
の
人

※
妊
婦
を
優
先
す
る
か
ど
う
か
や
、
子
ど
も
が
接
種
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有

効
性
の
情
報
な
ど
を
ふ
ま
え
て
今
後
検
討
さ
れ
ま
す
。

問合せ先　新型コロナワクチン接種実施本部　☎34‒1230

なぜワクチンを打つのですか？Q
ワクチンは感染症に対する免疫をつけたり、免疫を強めるために接種されます。新型コロナウイルスは、
まだまだ未知のことが多く、特効薬も開発中の段階です。こうした中で、ワクチンが実際に使われるよ
うになれば、接種した人が感染したとしても、重症化を防ぐことが期待されます。
また、多くの人が接種を受け、重症者を減らすことは、医療機関の負担を減らすことにつながります。
さらに、人口の一定割合以上の人が免疫を持つことにより、感染症の流行が止まる「集団免疫」の
状態になると、社会全体が感染症から守られることになります。（新型コロナワクチンに「集団免疫」
の効果があるかどうかが分かるまでには検証に時間を要すると考えられています。）

A

接種は強制ですか？Q
新型コロナワクチンの接種は、強制ではありません。国や町、医療機関が提供する
情報をご確認されたうえで、接種を受ける人が同意する場合に限り接種が行われます。
予防接種を受ける人には、予防接種による感染症予防の効果と副反応のリスクの双方
について理解したうえで、自らの意志で接種を受けていただきます。
病気の治療中や体調に不安のある人は、かかりつけ医にご相談のうえ、接種を受けるか
お考えください。

A

接種回数は何回ですか？Q
現在、接種が予定されているワクチンは
２回接種となる予定です。

A

接種費用はかかりますか？Q
新型コロナワクチンの接種は、誰でも
無料で受けることができます。

A

接種を受けるまでの手続きの流れ
①接種の優先順位に従い、町から「接種券」と「新型コロ
ナワクチン接種のお知らせ」が右の封筒で届きます。
②同封のご案内で接種できる場所などをご確認のうえ、
接種の予約をしてください。
※ワクチンの接種は、完全予約制です。予約は、「接種券」
の発送に併せて開始しますので、現在は予約すること
ができません。

③ワクチンの接種を受ける際には、「接種券」と「本人確認書類（運転免許証
やマイナンバーカード、健康保険証など）」を必ずご持参ください。
※「接種券」や「本人確認書類」を忘れるとワクチンの接種をすることができません。

接種が受けられる場所
　ワクチンの接種ができる場所については、現在、関係団体などと調整していますが、
原則として「住所地の医療機関や集団接種会場」になります。
　ただし、次のような事情のある人は、住所地以外で接種を受けていただくことがで
きる予定です。

◦住所地以外の医療機関や施設に入院、入所している人
◦基礎疾患をお持ちで治療中の医療機関が住所地以外の人　
◦住所地以外に長期滞在している単身赴任者や学生　　　　　など

接種ができる場所や住所地以外での接種方法は、決まり次第、
町ホームページや４月以降の広報えちぜんでお知らせします。

　現在、❷高齢者のみなさんへ３月中旬以降に「接種券」が届くよう準備を進め
ています。接種開始日などのスケジュールは、あらためてお知らせします。

接種スケジュール
Vaccination schedule

３

新型コロナワクチンについての Q&A

副反応が起きた場合の補償はどうなりますか？Q
一般的に、ワクチン接種の副反応による健康被害（病気になったり、障がいが残ったりすること）は、
極めて稀ではあるものの、避けることができないことから、救済制度が設けられています。予防接種法
に基づく救済制度では、予防接種によって健康被害が生じ、医療機関での治療が必要に
なったり、障がいが残った場合には、医療費や障がい年金などの給付が受けられます。
新型コロナワクチンの接種についても、同様の救済制度を受けることができます。

A

副反応が心配なのですが？Q
ワクチン接種後は、接種部位の腫れや痛み、発熱、頭痛などの副反応が起こることがあります。治療を
要したり、障がいが残るほどの重度なものは、極めて稀ですが、副反応が起こる可能性を無くすことは
できません。開発中の新型コロナワクチンの副反応については、現在、どのようなものが起こりうるか
確認が進められているところです。日本への供給を計画している海外のワクチン（ファイザー社、アスト
ラゼネカ社、モデルナ社、ノババックス社のワクチン）では、接種部位の痛みや頭痛、倦怠感、
筋肉痛などが現時点で報告されています。詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧くだ
さい。

A
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町
で
は
、
現
在
の
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
健
康
に
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
、
第
8
期

計
画
（
令
和
3
年
度
か
ら
3
年
間
）
の
策
定
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
生
活
状
況

や
ニ
ー
ズ
、
在
宅
介
護
者
の
状
況
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
4
回

の
策
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
は
、 「
歳
を
と
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち 

え
ち
ぜ
ん  

～
支
え
合
い
・

助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
～
」を
基
本
理
念
と

し
て
策
定
さ
れ
、
2
月
15
日
に
大
橋
直
之
委
員

長
と
城
戸
恵
美
子
副
委
員
長
か
ら
内
藤
町
長
に

計
画
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
を
提
出
し
ま
し
た

▲計画書を提出する大橋委員長と城戸副委員長

　
2
月
9
日
、
越
前
町
役
場
で
「
防
災
士
エ
キ

ス
パ
ー
ト
え
ち
ぜ
ん
」
の
研
修
会
が
開
か
れ
、

町
内
の
防
災
士
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
防
災
士
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
防

災
士
の
み
な
さ
ん
は
気
象
情
報
や
コ
ロ
ナ
禍
で

の
避
難
所
対
応
に
つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
福
井
地
方
気
象
台
の
防
災
管
理
官
の
講
演
で

は
、
気
象
庁
な
ど
が
発
表
す
る
情
報
を
正
し
く

理
解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
た
情
報

の
取
得
の
し
か
た
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
防
災
士
エ
キ
ス
パ
ー
ト
え
ち
ぜ
ん
」
で
は
、

今
後
も
研
修
会
や
訓
練
を
重
ね
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
や
区
単
位
の
防
災
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
自
助
・
共
助
・
協
働
」
の
防
災
の
ま
ち
を
目
指
し
て

▲気象情報の利活用について学ぶ防災士のみなさん

　
1
月
17
日
、
鯖
江
市
総
合
体
育
館
で
、
福
井

県
小
学
生
地
区
選
抜
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県
内
の
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
抜
さ
れ
た
6
年
生
で
チ
ー
ム

を
構
成
し
、
男
女
5
チ
ー
ム
が
総
当
た
り
で
白

熱
し
た
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
男
子
は
鯖
江・丹
生
ブ
ロ
ッ
ク
が
見
事
優
勝
、

女
子
も
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

男
子
大
会
結
果

　
優　
　
勝　
鯖
江
・
丹
生
ブ
ロ
ッ
ク

　
準
優
勝　
南
越
ブ
ロ
ッ
ク

女
子
大
会
結
果

　
優　
　
勝　
福
井
ブ
ロ
ッ
ク

　
準
優
勝　
鯖
江
・
丹
生
ブ
ロ
ッ
ク

鯖
江
・
丹
生
ブ
ロ
ッ
ク
（
町
内
メ
ン
バ
ー
14
人
）

　
男　
子

　
　
丹
羽　
優
太
（
朝
日
小
学
校
）

　
　
牧
田　
　
航
（
朝
日
小
学
校
）

　
　
向
當　
樹
生
（
宮
崎
小
学
校
）

　
　
高
原　
瑠
絆
（
宮
崎
小
学
校
）

　
　
山
内　
湧
月
（
宮
崎
小
学
校
）

　
　
山
内　
陸
翔
（
宮
崎
小
学
校
）

　
　
牧
田　
湊
真
（
四
ヶ
浦
小
学
校
）

　
　
大
佐
々
弘
毅
（
城
崎
小
学
校
）

　
女　
子

　
　
平
田　
真
麻
（
糸
生
小
学
校
）

　
　
坂
本　
莉
渚
（
宮
崎
小
学
校
）

　
　
中
西　
心
音
（
宮
崎
小
学
校
）

　
　
横
田　
実
音
（
宮
崎
小
学
校
）

　
　
京
谷　
百
花
（
四
ヶ
浦
小
学
校
）

　
　
小
辻　
真
生
（
織
田
小
学
校
）

福
井
県
小
学
生
地
区
選
抜
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▲準優勝した女子チームのみなさん ▲優勝した男子チームのみなさん

　
2
月
8
日
、
北
陸
電
力
株
式
会
社
お
よ
び
北

陸
電
力
送
配
電
株
式
会
社
と
「
包
括
的
地
域
連

携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
月
12
日
に
は
、
町
内
郵
便
局
8
局

お
よ
び
鯖
江
郵
便
局
と
「
包
括
的
連
携
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

包
括
的
連
携
協
定
と
は
、町
と
各
事
業
者
が

緊
密
な
連
携
と
協
力
に
よ
り
、地
域
が
抱
え
る
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
す
る
協
定
で
す
。

　
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
北
陸
電
力
お
よ

び
北
陸
電
力
送
配
電
と
は
、
災
害
発
生
時
の
電

力
確
保
や
停
電
復
旧
作
業
時
の
障
害
物
除
去
で

の
連
携
、
小
中
学
校
で
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
出
前
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

町
内
郵
便
局
8
局
お
よ
び
鯖
江
郵
便
局
と

は
、
道
路
損
傷
な
ど
の
情
報
提
供
に
加
え
、
ク

マ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の
情
報
提
供
や
空
き
家
の

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
地
域
の
産
業
・

観
光
の
振
興
や
定
住
人
口
の
確
保
な
ど
を
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、「
町
民
一
人
ひ
と
り
が

幸
せ
を
実
感
し
、
誇
り
を
も
っ
て
充
実
し
た
人

生
を
歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ふ
る
さ
と
越

前
町
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
28
年
3
月
に
「
第
二
次
越
前

町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
将
来
像
で
あ

る
「
人
と
技 

海
土
里 

織
り
な
す 

快
適
な
ま
ち 

～
越
前 E-tow

n brand 

の
さ
ら
な
る
躍
進

～
」
の
実
現
を
目
指
し
、
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
総
合
振
興
計
画
は
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画

か
ら
構
成
さ
れ
、
基
本
構
想
は
平
成
28
年
度
か

ら
令
和
7
年
度
ま
で
の
10
年
計
画
で
す
が
、
基

本
計
画
は
そ
の
実
効
力
を
高
め
る
た
め
、
前
期

5
年
・
後
期
5
年
の
二
期
に
分
け
て
計
画
期
間

を
定
め
、
施
策
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
で
前
期
基
本
計
画
の
期
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
見
直
し
を
行
い
、
後
期
基
本

計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
2
月
8
日
に
総
合
振
興
計
画
審
議
会
か
ら
の

提
言
を
受
け
、
令
和
3
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第

二
次
越
前
町
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
後
期
基
本
計
画
は
、
前
期
5
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
や
昨
年
実
施
し
た
「
町
民
意
識
調

査
」
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
に
3

つ
の
視
点
を
加
え
ま
し
た
。

　
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
の
課
題
を

克
服
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
幸
せ
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
様
々

な
施
策
や
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
包
括
的
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た　
～
北
陸
電
力
・
日
本
郵
便
～

第
二
次
越
前
町
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

後期基本計画の主な視点

【視点 1】
　「第 2 期越前町総合戦略」との連携

【視点 2】
　感染症対策の推進

【視点 3】
　SDGs（持続可能な開発目標）の取組み

▲左から別司厨郵便局長、内藤町長、平田鯖江郵便局長 ▲左から北陸電力㈱川原丹南支店長、内藤町長、
　北陸電力送配電㈱古田福井支社長

▲内藤町長に提言書を手渡す髙田副会長

「防災士エキスパートえちぜん（BEE）」とは
　町内に在住または勤務する防災士の集まりです。「自助・共助・協働」による防災を進めるため、
研修や訓練を行っています。興味のある人は、防災安全課（☎ 34‒8721）までお問い合わせください。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー　休日窓口のお知らせ
ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は28日（日）、夜間延長窓口は5日（金）、15日（月）です。ご予約は、
前開庁日の5時までに住民環境課へお電話（☎34–8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

持ってほしイ〜ナ  マイナちゃんの「 マイナンバーカードは、○○の人におすすめ！」
今月は、 『つくろうかどうしようか迷っているみなさん』にオススメ。3月中に申請をしておかないと、5000円分のお買い
物で利用できるマイナポイントがもらえなくなります、後になってからつくるなら、今申請する方がだんぜんお得です。

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  1月16日〜2月15日

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

令和２年度 越前地区防災行政無線（同報系）整備工事 越前地区 345,840,000

㈱ほくつう福井支社・
㈱大生 令和2年度 越前
地区防災行政無線（同報
系）整備工事 特定建設
工事共同企業体

防災安全課

令和２年度 越前陶芸村文化交流会館トイレ改修工事 小 曽 原 9,900,000 國成建設㈱ 商工観光課

令和２年度 中村橋補修工事 織 田 15,301,000 山中建設㈱ 建 設 課
令和２年度 町道中部縦断線消雪施設整備事業送・散水管
布設工事（その２） 江 波 11,055,000 國成建設㈱ 建 設 課

令和２年度 町道中部縦断線消雪施設整備事業送・散水管
布設工事（その３） 江 波 11,704,000 木村建設㈱ 建 設 課

令和２年度 小中学校屋内運動場トイレ改修工事設計業務
委託 天王ほか 3,290,540 一級建築士事務所松アトリエ 学校教育課

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

春の火災予防運動春の火災予防運動
3月20日（土）〜26日（金）3月20日（土）〜26日（金）

　住宅火災によって毎年多くの人が亡くなっており、その半数が「逃げ遅れ」によるものです。火災は
住宅などの財産だけでなく命をも奪う恐ろしいものです。住宅火災の発生や逃げ遅れを防ぎ、命を守る
ために、日頃から取り組むべき「住宅防火7つのポイント」を紹介します。

住宅用火災警報器の点検をしましょう
　本体から出ているひもを引くか、ボタンを押したとき、警報音または音声が鳴れば正常です。
　ご家庭に設置の住宅用火災警報器が正常に作動するのか、実際にどんな警報音が鳴るのかを家族
で確認しましょう。

　住宅用火災警報器は、本体にもセンサー部分
等に寿命があります。点検時に音が鳴らないと
きは、電池切れか本体の寿命により、故障して
いる場合がありますので、その際は交換を行っ
てください。

❸つの習慣
① 寝たばこは、絶対やめる。
② ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

❹つの対策
① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
② 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
③ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
④ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

ボタンを
押す

ひもを
引く

ピーピーピー
火事です

住宅防火  7  つのポイント

次のことを確認しましょう
●電池はきちんとセットされていますか？
●住宅用火災警報器の寿命が過ぎていませんか？
　（本体の寿命は10年が目安です）

あれっ？音が鳴らない…

男女共同参画・人権のとびら Vol.52

　1月15日、萩野小学校5年生を対象に気づき事業を開催
しました。
　落語家のはやおき亭貞

さだ

九
く

郎
ろう

先生に、「学んでみよう！男女
共同参画」をテーマに授業をしていただきました。
　「男だから」「女だから」と決めつけないで、自分らしく、
男女がお互いの個性を大切にし、協力しあって生活するに
はどうしたらよいかを、落語を通して分かりやすく、そし
て面白く話してくれました。

萩野小学校の児童のみなさんの感想を一部ご紹介します。
◦これまで、保育園の先生は女の人で、トラックの運転手
さんは男の人だと思っていたけれど、どの仕事も性別は
関係ないことがわかりました。

◦今は男女関係なく、いろいろなことができているし、女
性は昔とちがって差別されるのではなく、男性と同じあ
つかいをされていていい時代だと思います。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

男女共同参画気づき事業  in  萩野小学校

▲はやおき亭貞九郎氏

▲熱心に話を聴く萩野小学校
の児童のみなさん

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

3月7日（日）は3月7日（日）は
越前町長選挙・越前町議会議員選挙の投票日です。越前町長選挙・越前町議会議員選挙の投票日です。

投票にお越しの際は、マスクを着用し、
手指の消毒にご協力をお願いします。

問合せ先　越前町選挙管理委員会（総務課内）　☎34‒8700

町からのお知らせ
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福
井
県
市
町
総
合
交
通
災
害
共
済
の
令
和
3

年
度
加
入
者
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

共
済
期
間

　
4
月
1
日
〜
翌
年
3
月
31
日

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
掛
け
金
納
入
の
翌

日
か
ら

共
済
掛
金

　
一
人
あ
た
り
年
５
０
０
円

申
込
み
の
方
法

　
3
月
中
に
、
各
地
区
の
区
長
を
通
じ
て
加
入

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
加
入
者
欄
に
丸

印
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て
左
記
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◦
各
地
区
の
区
長

◦
防
災
安
全
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

◦
県
内
の
福
井
銀
行

見
舞
金
の
額

　
2
万
円
～
１
０
０
万
円

見
舞
金
の
対
象

①
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
・
自
転
車
・
電
車
・
バ

ス
・
旅
客
船
・
旅
客
機
な
ど
、
交
通
機
関
の

運
行
に
伴
う
事
故

②
身
体
障
が
い
者
用
の
車
い
す
な
ど
を
道
路
上

で
使
用
中
に
起
き
た
事
故

※
日
本
国
内
で
発
生
し
た
事
故
で
、
1
週
間
以

上
の
治
療
を
要
す
る
障
が
い
か
ら
対
象
に
な

り
ま
す
。

※
事
故
発
生
時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
防
災
安
全

課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

見
舞
金
の
請
求
時
に
必
要
な
書
類

　
加
入
者
証
、交
通
事
故
証
明
書
、診
断
書（
組

合
指
定
）、
自
賠
責
保
険
に
お
け
る
診
断
書
と

診
療
報
酬
明
細
書
の
写
し
（
原
本
証
明
が
あ
る

も
の
）
な
ど

※
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
小
さ
な
被
害
で
も
す
ぐ

に
警
察
に
連
絡
し
、
現
場
確
認
を
お
願
い
し

て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
、
事
故
証

明
が
取
得
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

請
求
で
き
る
期
間

　
事
故
の
当
日
か
ら
2
年
以
内

問
合
せ
先

　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
春
は
、
就
職
や
退
職
な
ど
人
生
の
節
目
と
な

る
季
節
で
す
。
こ
の
異
動
に
伴
い
、
み
な
さ
ん

が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を
忘

れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
タ
ク

シ
ー
乗
車
券
を
交
付
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
時
の

初
乗
り
運
賃
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

障
が
い
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

町
内
に
住
所
が
あ
る
在
宅
者
で
、
日
常
的
に
自

動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

　
【
身
体
】
1
級
、
2
級
（
下
肢・体
幹・視
覚
）

　
【
療
育
】
Ａ
1
、
Ａ
2

　
【
精
神
】
1
級
、
2
級

国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
・
喪
失
の
手
続
き
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
人
の
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
を
助
成
し
ま
す

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
医
療
費
が
全
額
自
己
負

担
に
な
っ
た
り
、
保
険
税
を
二
重
に
支
払
う
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
異
動
が
あ
っ
た
日

か
ら
14
日
以
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

交
付
枚
数

年
間
24
枚
を
限
度
と
し
、
年
度
途
中
で
申
請
し

た
場
合
は
、
月
割
り
し
た
枚
数
に
な
り
ま
す

交
付
窓
口

福
祉
課
ま
た
は
宮
崎・織
田・越
前
住
民
サ
ー

ビ
ス
室

申
請
に
必
要
な
物

　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳

問
合
せ
先

　
福
祉
課 

☎
３
４‒

８
７
２
５

届
出
が
必
要
な
と
き

持
参
す
る
も
の

届
出
先

社
会
保
険
に
加
入
し
た
人

※
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
届
出

が
必
要
で
す

◦
加
入
し
た
保
険
の
保
険
証

◦
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◦
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）

健
康
保
険
課
ま
た
は

宮
崎
・
越
前
・
織
田

住
民
サ
ー
ビ
ス
室

社
会
保
険
を
喪
失
し
た
人

※
退
職
後
、
任
意
継
続
保
険
に
加
入
し

な
い
人
や
家
族
の
健
康
保
険
の
扶

養
に
入
ら
な
い
人
な
ど
は
国
民
健

康
保
険
に
入
る
届
出
が
必
要
で
す

◦
健
康
保
険
等
資
格
喪
失
連
絡
票

◦
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
に
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
、
使
用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

車
両
を
解
体
し
た
り
、他
人
に
譲
っ
た
り
し

た
場
合
で
も
、3
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義

変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、車
両

登
録
上
の
持
ち
主
に
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
各
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
販
売
店
な
ど
に
手
続
き
を
依
頼
す
る
場
合
に

は
、手
続
き
完
了
日
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

手
続
き
が
で
き
る
機
関

　
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
ま
で
）、

　
農
耕
用
車
両
、
小
型
特
殊
車
両
、
ミ
ニ
カ
ー

　
　
税
務
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
超
〜
２
５
０
㏄
）、

　
小
型
二
輪
（
２
５
０
㏄
超
）

　
　
福
井
運
輸
支
局
（
福
井
市
西
谷
）

　
　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

１
６
０
１

　
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）

　
　
軽
自
動
車
検
査
協
会
福
井
事
務
所

　
　
（
福
井
市
浅
水
）

　
　
☎
０
５
０‒

３
８
１
６‒

１
７
７
４

問
合
せ
先　

　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）は
昭
和

57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
人
の
た
め
に

国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
事
業
主
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
張

り
、
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退

共
か
ら
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

林
業
退
職
共
済
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

◦
掛
金
は
税
法
上
に
つ
い
て
、法
人
で
は
損
金
、

個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

◦
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

◦
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
つ
い
て

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

◦
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼

付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者
が
林
業

界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金

を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３‒

６
７
３
１‒

２
８
８
９

令和3年度
通学支援補助制度は3月1日（月）から申請受付が始まります

町内に在住し、通学用のバスまたは電車の
定期券を購入する18歳以下の高校生の保護
者で、町税の滞納がない人

対 象 者

月額5,000円（年額最高60,000円）
※通学ルートなどの条件があります

申請者の負担額

定期券価格から申請者の負担額を
差し引いた額

補 助 金 の 額

補助金を受ける場合は、事前に「通学支援補助金定期券購
入証明書」の申請が必要です。
申請書に生徒手帳（新1年生は、合格通知書）の写し、新
2・3年生で利用中の定期券をお持ちの場合は、定期券の写
しを添えて公共交通対策室または宮崎・越前・織田住民サー
ビス室に提出してください。

補助金申請・定期券購入手続き

JR 定期券とえちぜん鉄道定期券の申請ができるのは、指定
する学校に限ります。また、補助対象の JRとえちぜん鉄道
定期券（有効期限 : 令和3年3月まで）を購入し、申請がお
済みでない人は3月19日（金）までに申請してください。

そ の 他

問合せ先　公共交通対策室　☎34–8722

詳しくは、町ホームページをご覧になるか
公共交通対策室までお問い合わせください。

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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節高の指に昔の苦労見え	 嵐　喜美枝
あこがれは九十路の友のバイタリティー	 笹下　利行川 柳

　
親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
開
催
し
ま

す
。
卵
型
の
杉
板
に
カ
ラ
フ
ル
に
彩
ら
れ
た
木

の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
、
可
愛
く

飾
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時　
3
月
20
日
㈯
〜
4
月
19
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時（
要
予
約
）

　
　
　
　
　
※
当
日
予
約
可
（
火
曜
休
園
）

参
加
費　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
別
途
入
園
料
が
必
要
で
す
）

※
予
約
は
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
1
日
最
大
15
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
園
料　
大　
人　
３
１
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
作
り
（
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
）

問
合
せ
先

　
越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園

　
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
☎
３
４‒

１
１
２
０

越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
就
職
奨
励
金

　
越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
町
に
住
民
票
を

有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上
町

に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　
1
人
に
つ
き
5
万
円

就
職
関
係
奨
励
金
の
申
請
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？
（
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に
就
職
さ
れ
た
人
へ
）

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

　
県
内
の
大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
な
ど

を
卒
業
し
、
町
内
外
の
事
業
所
で
定
職
に
就
い

た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
町
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上
町

に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　
1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

　

町
で
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域
経
済

発
展
の
た
め
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
・
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
県
と
町

の
担
当
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
に
関
す
る
説
明
、

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
　
時

　
3
月
20
日
㈯　
午
後
1
時
～

場　
　
所

　
越
前
町
役
場
2
階　
会
議
室

対
象
者

◦
県
外
に
在
学
中
の
学
生
お
よ
び
そ
の
家
族

◦
県
外
で
働
い
て
い
る
社
会
人
お
よ
び
そ
の
家
族

◦
今
後
県
外
の
大
学
な
ど
へ
進
学
を
予
定
さ
れ

て
い
る
高
校
生
お
よ
び
そ
の
家
族

※
ご
家
族
の
み
の
出
席
も
可
能
で
す

　
独
身
者
の
結
婚
を
応
援
し
た
い
人
、
ご
自
身

や
ご
家
族
の
結
婚
に
つ
い
て
お
悩
み
の
人
な

ど
、
結
婚
に
つ
い
て
ご
興
味
の
あ
る
す
べ
て
の

人
を
対
象
に
縁
結
び
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
3
月
14
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

講　
　
師　
水
野 
ひ
ろ
み 

氏

定　
　
員　
先
着
30
人

申
込
期
限　
3
月
8
日
㈪

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

越
前
町
縁
結
び
講
演
会
の
お
知
ら
せ

内　
　
容

　
①
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
1
時
〜
1
時
30
分

　
◦
福
井
県
の
Ｕ
タ
ー
ン
支
援
策
の
説
明

　
◦
越
前
町
の
支
援
内
容
や
奨
励
金
の
説
明

　
②
個
別
相
談
会　
午
後
1
時
30
分
〜

◦
参
加
者
が
就
職
希
望
の
業
種
に
関
す
る
企

業
情
報
な
ど
の
提
供

参
加
費　
無
料

※
個
別
相
談
は
3
月
17
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の

他
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

福
井
県
認
定
「
地
域
の
縁
結
び
さ
ん
」
と
し
て
広
く

活
躍
。
著
作
『
婚
活
が
う
ま
く
い
か
な
い
男
性
の
た
め

の
本
』がA

m
azon

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
で
４

冠
を
達
成
。

　
解
雇
・
賃
金
な
ど
、
労
使
関
係
に
お
悩
み
や

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働
問
題
の
専
門
家

（
福
井
県
労
働
委
員
会
委
員
）
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
県
内
の
労
働
者
、
使
用
者
、
雇
用
形
態

を
問
わ
ず
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
・
休
日
労
働
相
談
会

日　
　
時　
３
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場　
　
所　
ア
オ
ッ
サ　
６
階
研
修
室

「
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
・
休
日
労
働
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

夜
間
労
働
相
談
会

日　
　
時　
3
月
23
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場　
　
所　
福
井
県
庁
内
会
議
室

　
　
　
　
　
福
井
市
順
化
公
民
館

※
各
相
談
会
は
事
前
予
約
制
で
す
。
開
催
日
前

の
金
曜
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
９
７

　
メ
ー
ル　

roui@
pref.fukui.lg.jp

　
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
芸
能
祭
」
を
開
き

ま
す
。
町
内
で
活
動
し
て
い
る
太
鼓
・
吟
舞
・

ダ
ン
ス
な
ど
17
団
体
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日　
　
時　
３
月
28
日
㈰
正
午　
開
場

　
　
　
　
　
午
後
１
時　
開
演

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　
吟
舞

　
　
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会

　
　
あ
さ
ひ
・
あ
さ
ひ
少
年
教
室
・
土
曜
教
室

　
　
八
田
小
曽
原
教
室
・
み
や
ざ
き
子
ど
も

　
　
あ
さ
ひ
幸
若
の
会
・
織
田

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

　
　
宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス 

ク
ワ
ヒ
ヴ
ィ
会

　
　
フ
ラ
ダ
ン
ス 

ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

　
和
太
鼓

　
　
福
井
県
日
吉
太
鼓

　
日
舞

　
　
藤
真
会

　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ
・
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
Ｓ

　
　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
朝
日

　
伝
統
芸
能

　
　
八
田
獅
子
舞
保
存
会
・
う
ぐ
い
す
会

入
場
料

　
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

※
入
場
整
理
券
は
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

第
11
回　
芸
能
祭

▲宗生流剣詩舞道会あさひ少年教室▲八田獅子舞保存会

　
令
和
3
年
10
月
診
療
分
か
ら
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
対
象
年
齢
を
中
学
3
年
生
か
ら
高
校
3

年
生
ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。
詳
細
は
あ
ら
た
め

て
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
え
ち
ぜ
ん
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

10
月
診
療
分
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
ま
す

　
大
人
気
の
森
本
御
記
子
先
生
に
よ
る
楽
し
い

ヨ
ガ
講
座
。優
し
く
、丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
肩
こ
り
、
腰
痛
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
そ
し
て

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
れ
た
心
身
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。
楽
し
く
ヨ
ガ
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ガ
講
座 

参
加
者
募
集
中

期　
　
間　
4
月
〜
9
月

　
　
　
　
　
毎
週
第
1
、
3
金
曜
日

時　
　
間　
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

場　
　
所　
泰
澄
の
杜

会　
　
費　
５
５
０
０
円

※
1
回
だ
け
の
参
加
も
可
（
1
回
５
０
０
円
）

問
合
せ
先　
泰
澄
の
杜　
☎
３
４‒

２
３
２
２

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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どん底で聞いた人生応援歌	 松村　典子
十指みな動く体にする感謝	 武藤　久子川 柳 あこがれた人はとっくにあの世逝き	 富田コズエ

あこがれの道へ研鑚積む覚悟	 渡辺　照子川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第63回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

陶芸村だより
2021年

3月

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休館日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
9：00 ～ 17：00
※月曜を除く

【休館期間】
2021年3月31日まで

耐震補強工事に
伴い休館中

3月は、自殺対策強化月間です
ストレスサインについて知っておきましょう

　私たちの心身はさまざまなストレスを受け、ときに症状となってあらわれます。人によって症状のあら
われ方にはパターンがあります。頭痛、耳鳴り、肩こり、飲酒や喫煙の増加など、自分はどのようなスト
レスサインがあらわれやすいか把握しておきましょう。ストレスサインに気づいたら、十分な睡眠や休息
をとる（脳を休める）、気分転換をするなど、早めの対処が大切です。また、症状が回復せず、日常生活に
支障が出る場合は早めに医師の診断を受けるようにしましょう。

つらい気持ちひとりで抱えこまないで…困ったときは相談しましょう
　悩みやつらい気持ち、ひとりで解決できない問題が起こったら、とにかく誰かに相談してみましょう。
話すことで心は軽くなります。相談相手がみつからない、専門的なアドバイスを受けたい場合は下記を
ご利用ください。秘密は厳守します。

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

3月、4月は別れと出会いの季節。いろ
んな想いを越前焼に託して贈りません
か。家で過ごす時間が多い中、普段使い
の器たちをギフト用に集めてみました。

期　間　3月5日（金）～4月30日（金）
場　所　越前焼の館

ギフトの器
n

飲 む
omu-h

食 む
amu展

Gallery
ＣＵＢＥ

問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

Window Window GalleryGallery
「てにをは」「てにをは」

期　間　3月1日（月）～4月30日（金）
場　所　越前焼の館

世界と焼物をつなぐ窓辺のギャ
ラリー『てにをは』。作家の想いと
お客様をつなぎます。3月、4月は
踏青舎（泉直樹）です。

通常の手ひねり体験の 3 倍の粘土を使っ
て、憧れの戦国武将の兜を越前焼で作り
ます。大物作りで難易度星 4 つ。

『ヘタでいい　ヘタがいい』がモットー
の絵手紙。自分の目で見たままを表現
します。日本の伝統色を使って味のあ
る絵手紙を楽しく描いてみませんか？

手芸用クラフトバンドを編ん
で小物入れを作ります。初心者
のでも講師が丁寧にお教えし
ますので安心です。古民家で
ゆったりとお楽しみください。

紙漉きから手揉みまで手作業で作られた
越前和紙を使いイヤリングを作ります。

（ピアスへの変更可）越前和紙の歴史につ
いて職人から直接聞くこともできます。

期　間  3 月 6 日（土）、7 日（日）
時　間  14：00～
場　所  福井県陶芸館  陶芸教室

特別講師	 神内八重氏
	 日本絵手紙協会
	 公認講師・詩人
期　間	 3 月10日（水）
時　間	 10：00～、13：30～

特別講師	 茨木小代美氏
期　間	 3 月24日（水）
時　間	 9：30～、13：30～
場　所	 越前古窯博物館
	 旧水野家住宅
料　金	 2,800円
	  （お抹茶、春の生菓子付き）
定　員	 各回10人（事前予約優先）
備　考	 出来上がりサイズ
	 W17.5㎝× D9.5㎝× H9㎝

特別講師	 長田製紙所
	 長田泉氏、千葉氏
期　間	 3 月20日（土・祝）
時　間	 10：00～、13：30～

料　金  4,500円
定　員  各日15人（事前予約優先）
対象年齢  小学 5 年生以上

場　所	 越前古窯博物館
	 旧水野家住宅
料　金	 2,200円
	  （お抹茶生菓子、春の花付き）
定　員	 各回5人（事前予約優先）

場　所	 越前古窯博物館
	 旧水野家住宅
料　金	 3,200円（お抹茶干菓子付き）
定　員	 各回20人（事前予約優先）

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

福井県陶芸館の陶芸教室
にて作陶に励む人々の作
品を展示します。作品の
販売もあり、気に入った
器はご購入いただけます。

期　間　3月6日（土）～31日（水）
場　所　福井県陶芸館　ロビー

陶芸教室作品展
土のかたち

3/6土〜31水
3/6土〜7日

3/10水

3/24水

3/20 土・祝  問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

担当窯元	 光窯  司辻健司
	 やわらぎ工房  清水康江
	 踏青舎  泉直樹

日　時	 3月21日（日）
	 9：00～17：00
場　所　越前焼の館

3/21日

若手作家が作品の説明や想いを語りながら接客します。また、
窯元接客デーは越前焼の館の SNS フォローで、じゃんけん対決
できます。勝てば、キャッシュバック⁉のチャンスがあります。

窯元接客DAYと窯元接客DAYと
SNSフォローでじゃんけん対決！SNSフォローでじゃんけん対決！

出　演
ピアノ  高橋かほる
クラリネット  南部匡恵
マリンバ  平岡愛子

日　時　4月 4 日（日）
　　　　13：15 開場　14：00 開演
料　金	 全席自由　1,000円
	 ※新型コロナウィルス感染拡大防止の	

　ため、総席数の半分で開催します

日　時	 4月11日（日）
	 14：00 開場　15：00 開演
料　金	 全席自由
	 前売り3500円　高校生以下2000円
	 当日券4000円　高校生以下2500円

4/4日

4/11日

越前陶芸村文化交流会館 コンサート情報

三
み

楽
ら

来
くる

コンサート

「舘野泉演奏生活60周年」 舘野泉・ヤンネ舘野  
 Duoコンサートwith荒井結

春の絵手紙教室

越前和紙のもみ紙イヤリング

歴史好き必見！

三
さん

瓩
きろぐらむ

の粘土で作る越前焼の

兜

3、4月は山月窯（村田）、竜仙窯
（岩間）、柳瀬陶房（柳瀬）です。
期　間　3月1日（月）～
	 4月30日（金）
場　所　越前焼の館

越前焼の館では2ヶ月ごとに
3～4窯元にスポットをあて
たプチ個展を開催中。

わたしわたしのの
いちおし展いちおし展

春のおしゃれなminiバスケット
をつくろう

3/5金〜4/30金3/1月〜4/30金

調律師協会北陸支部が福井県にゆかりの調律師協会北陸支部が福井県にゆかりの
あるアーティストをお招きする「三楽来コンサート」。あるアーティストをお招きする「三楽来コンサート」。
人気ユニットで贈る名曲アレンジコンサートをお楽しみください。人気ユニットで贈る名曲アレンジコンサートをお楽しみください。

心をいやす相談会（毎月実施）
スタッフ	 臨床心理士

内　 容	 45分間の個別相談

	 無料、事前予約が必要です

予約先	 健康保険課

3月の開催日は14ページのこころと
からだのカレンダーをご覧ください。

こころの健康相談統一ダイヤル　☎0570–064–556
　全国どこから電話をかけても、電話をかけた所在地の公的
な相談機関につながります。
相談先	 福井県総合福祉相談所（ほっとサポートふくい）

よりそいホットライン　
フリーダイヤル

0120–279–338
　全国どこからでもかけられます。専門の相談員が対応します。
24時間通話無料です。
相談先	 一般社団法人 社会的包摂サポートセンター

　心の病気は本人が気づかない場合があります。家族や同僚等の身近な人が、今までとは様子が異なる等
の変調に気づいたら、あなたがゲートキーパーになりましょう。（ゲートキーパーとは、下記のように悩ん
でいる人のそばで寄り添う役割を持つ人のことです。）

　国は平成29年6月に「令和2年9月までに、後発医薬品の使用割合を80％とし、できる限り早期に達成
できるよう、更なる使用促進策を検討する。」と目標を定めました。
　越前町では、国民健康保険証の更新時などにジェネリック医薬品希望シールを配布し、ご利用いただい
たことで、80％の目標を早期に達成することができました。
　これからも、安心安全でお薬代の節約になるジェネリック医薬品をご使用ください。

ジェネリック医薬品の使用率
越前町国民健康保険 福井県国民健康保険 全　　　国

平成 30 年 3 月診療分 75.6％ 73.8％ −
平成 31 年 3 月診療分 79.5％ 77.4％ 74.6％
令和 2 年 3 月診療分 82.5％ 80.4％ 77.4％
令和 2 年 9 月診療分

（速報） 83.6％ − 78.3％

厚労省公表資料より

誰かの心のSOSサイン感じたら…あなたにもできることがあります

ジェネリック医薬品の使用率について

家族や仲間の変化に
気づいて、声をかける

気づき 本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける

傾　聴

早めに専門家に
相談するよう促す

つなぎ 温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る

見守り

チケット購入・お問合せ　越前陶芸村文化交流会館　☎32-3200

I n f o r m a t i o nえちぜん
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零戦にあこがれ志願した勇士	 司辻　文子
いろいろな技をする指ありがとう	 向当みつ子川 柳 あこがれだった宮城奉仕懐かしい	 山内　千代

勇気出る心に届く応援歌	 山谷　ゆり川 柳

子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││ ││

││
├├ ├├

├├

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

母子手帳アプリ母子モ「オンライン相談」のご案内

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
3 月 7 日㈰ 織田病院 ☎36−1000

3 月14日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32−2774

3 月20日㈯ 織田病院 ☎36−1000

3 月21日㈰ 織田病院 ☎36−1000

3 月28日㈰ 伊部病院 ☎34−0220

※変更になる場合があります。受診前にご確認ください。

♥2歳児歯科健診
3 月 9 日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥離乳食教室
3 月24日㈬ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
3 月15日㈪ 午後 1 時30分～ 4 時 朝日保健センター（朝寿殿）

※電話相談になる場合があります。

♥3歳児健診
3 月 4 日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥マタニティスクール
3 月10日㈬ 午後 1 時15分～ 3 時45分 宮崎コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
3 月 2 日㈫

午後 1 時～ 4 時
社会福祉センター

3 月16日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦介護おはなし会（予約制）
3 月25日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会
3 月23日㈫ 午後 1 時～ 4 時 宮崎コミュニティセンター

♥すくすく教室
3 月11日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会
3 月17日㈬ 午前 9 時30分～正午 朝日子育て支援センター

♥5歳児健診
3 月18日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

テーマは「宇宙」テーマは「宇宙」
　3月20日（土）に、福井県産業労働部産業技術課と福井県民衛星技術研究組合が共催で、県民衛星
「すいせん」の打ち上げを予定しています。そのことに合わせて、科学技術分野に限らず、広く「宇宙」
について身近に感じていただくため、関連図書のテーマ展示を行います。
　見上げた空の向こうに果てしなく続く「宇

そ

宙
ら

」の世界。「読書」という乗り物でその世界を旅して
みてください。

図書館だ
より

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

“わづみ館”からこんにちは

　わづみ館は、明るく楽しい雰囲気の中で、気軽に「越前焼」の陶芸体験ができる施設です。
　今回も利用者のみなさんが製作した作品の一部をご紹介します。製作したものは日常生活の中でも
使用することができ、自分で作ることによって陶芸への関心や、器一つ一つへの親近感が深まります。
　あなただけのオリジナル作品を一緒に作ってみませんか。

作品紹介

問合せ先 　わづみ館　☎36‒1922

わづみ館

「和紙染付大皿」
大久保  宇右ェ門

（福井市）

「ティーセット・灯りとり」
松原  泰子
（福井市）

「四角大皿・刷毛目小鉢」
越田  義昭
（福井市）

　出産、子育てなどの相談がスマートフォン・タブレット・パソコンで、ご自宅からビデオ通話で可能
になりました。「新型コロナウイルス感染の心配がない」 「外出不要でご自宅から実施可能」 「ビデオ通
話だから電話よりも伝えやすい」など、気軽に相談しやすくなりました。

①	「母子モ」をダウンロード（町ホームページをご参照ください）

②オンライン相談の仮申し込み
	 オンライン相談希望の旨を電話でお伝えください。職員とオン
ライン相談の日程を決定し、仮申し込み完了です。

③	「母子モ」から予約確定メールを送付
◦母子モ「オンライン相談はこちらから」バナーをタップ。
◦メール選択画面が立ち上がるので、該当する相談先をタップ。
◦メールが自動で起動しますので、仮申し込み日時などの必要
事項を記入。

◦記入内容に間違いないかご確認のうえ、メールを送信してく
ださい。

④越前町からメールを受け取る
　後日、越前町から「オンライン相談用の招待URL」が届き
ますので、相談当日まで保管してください。

⑤予約当日にオンライン相談を行う
◦予約日時に、自治体からメールで届いた「オンライン相談用
の招待URL」をタップ。

◦選択されているマイクとスピーカーに問題なければ「入室」
をタップ。

◦相談職員とお互い準備が完了しましたら相談開始です。
◦相談が終了しましたら「退出」をタップしビデオ通話を終了
します。

ご利用方法

離乳食の形状を
見てほしい

授乳の
相談がしたい

気分転換に

話がしたい

●「そら」を見よう！
 　3月7日（日）まで　宮崎分館

● 宇宙へ
 　3月31日（水）まで　町立図書館、越前分館、織田分館

　蔵書点検を行うため、下記の期間休館します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。

3月15日（月）～19日（金）
※本の返却は、玄関横の「本のポスト」をご利用いただくか、開館している分館にお願いします。

テーマ展示

町立図書館　臨時休館のお知らせ

県民衛星「すいせん」
（写真　©AXELSPACE）
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 別々の歌を唄っている夫婦	 原　　榮子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 3 月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 3 月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 3 月は実施しません 34–0081

あさがお保育園 要問い合わせ 34–1110

宮崎中央保育所 3 月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 3 月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 3 月は実施しません 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要問い合わせ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 3 月は実施しません 37–0305

織 田 保 育 所 3 月は実施しません 36–0160

はぎのこども園 要問い合わせ 36–0396

た い ら 保 育 園 要問い合わせ 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

人口と世帯
（2月1日現在）

人　口	 20,928 人

　男	 10,199 人
　女	 10,729 人
世帯数	 7,242 戸

（前月より12人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　

こ
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写
真
は
、
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17
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ど
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。
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ん
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こ
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編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

⑯⑯  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

3月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも ?

学
Ｍ 

こ
ん
に
ち
は
。

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。
前
回
は
、
中
国
で
お
よ
そ

九
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
訳や

く

経き
ょ
うが
行
わ
れ
た

結
果
、さ
ら
に
経
典
が
増
え
て
い
っ
た
と
い
う

話
で
し
た
。

学
Ｍ 

今
回
は
、
中
国
の
偉
大
な
訳
経
者
の
う
ち
、
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
うに
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

	

鳩
摩
羅
什
は
建
元
二
年（
三
四
四
）
に
亀き

玆じ

国

で
誕
生
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

亀
玆
国
と
は
、ク
チ
ャ
と
呼
ば
れ
る
中
央
ア
ジ

ア
に
存
在
し
た
オ
ア
シ
ス
国
家
で
す
ね
。

学
Ｍ 

現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
ア
ク
ス
地
区
の
ク
チ
ャ
県（
庫
車
県
）
付

近
に
あ
た
り
、長
い
こ
と
仏
教
が
盛
ん
な
地
で

し
た
が
、十
一
世
紀
に
イ
ス
ラ
ム
化
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

鳩
摩
羅
什
も
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
僧
侶
で
す
か
。

学
Ｍ 

鳩
摩
羅
什
の
父
は
イ
ン
ド
出
身
で
、母
は
亀
玆

国
王
の
妹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

	

彼
は
七
歳
で
出
家
し
て
大
乗
経
論
を
学
び
、若

く
し
て
大
乗
学
者
と
し
て
の
名
声
が
西
域
諸

国
に
広
ま
り
ま
し
た
。

	

し
か
し
、
建
元
十
八
年（
三
八
二
）、
前ぜ

ん

秦し
ん

（
三
五
一
～
三
九
四
）
に
よ
っ
て
亀
玆
の
王

室
が
滅
ぼ
さ
れ
た
後
は
、
後こ

う

涼り
ょ
う（
三
八
六
～

四
〇
三
）を
経
て
、後こ

う

秦し
ん（
三
八
四
～
四
一
七
）

の
姚よ

う

興こ
う

に
よ
っ
て
長
安
へ
迎
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

中
国
史
で
は
、三
〇
四
年
か
ら
四
三
九
年
ま
で

を
五ご

胡こ

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

国こ
く

時じ

代だ
い

と
区
分
し
、中
国
華
北
に

お
い
て
多
く
の
国
々
が
興
亡
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。

	

鳩
摩
羅
什
も
時
代
の
潮
流
に
翻
弄
さ
れ
、最
後

は
長
安
へ
行
き
着
い
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

鳩
摩
羅
什
は
長
安
で
一
〇
年
間
余
り
も
訳
経

に
携
わ
り
、門
下
三
〇
〇
〇
人
と
さ
れ
る
ほ
ど

多
く
の
弟
子
を
育
成
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

彼
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
数
の
経
典
を
訳
出
し
た

の
で
す
か
？

学
Ｍ 

『
出

し
ゅ
つ

三さ
ん

蔵ぞ
う

記き

集し
ゅ
う』に
よ
る
と
三
五
部
二
九
四
巻
、

『
開か

い

元げ
ん

釈し
ゃ
っ

教き
ょ
う

録ろ
く

』
で
は
七
四
部
三
八
四
巻
と
い

い
ま
す
。

Ｅ
子 

お
よ
そ
三
〇
〇
巻
も
の
大
翻
訳
事
業
を
成
し

遂
げ
た
の
で
す
ね
！

学
Ｍ 
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
は
流
麗
か
つ
達
意
的
な
意

訳
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 
達
意
的
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

学
Ｍ 

内
容
が
よ
く
分
か
る
、つ
ま
り
分
か
り
や
す
い

と
い
う
意
味
で
す
。

	

中
国
の
訳
経
史
で
は
、七
世
紀
に
活
躍
し
た
玄

奘
以
後
の
訳
経
を「
新
訳
」、そ
れ
以
前
を「
旧く

訳や
く

」と
し
て
区
分
し
ま
す
。

	

鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
は
、旧
訳
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

	

次
回
は
、玄
奘
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄 

編『
中
国
仏
教
史
辞
典
』東
京
堂
出
版　

一
九
八
一
年

佛
教
史
学
会　

編『
仏
教
史
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

法
蔵
館　
二
〇
一
七
年

■ 地域の “明日 ”を考える「丹南見聞録」
報道特集　越前町長選挙立候補者に聞く

【3月2日㈫～3月6日㈯】
①8：00～　②13：00～
③17：00～ ④20：00～
※2日は④のみ、6日は①・③・④のみ放送

※新型コロナウイルス感染症に関する
地域情報番組を放送しています。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
越前町長選挙・越前町議会議員選挙について

【2月13日㈯～3月5日㈮】
交通災害共済に加入しましょう

【3月6日㈯～3月26日㈮】
新型コロナウイルス関連情報

【3月27日㈯～4月9日㈮】

学芸員 M

E 子

（
敬
称
略
、
2
月
15
日
現
在
）

（
2
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

冨
山　

厚
子
さ
ん
（
99
歳
）

西
田
中	

丹
尾
と
め
子
さ
ん
（
87
歳
）

気
比
庄	

上
野　

秋
治
さ
ん
（
99
歳
）

栃　

川	

木
下　

順
一
さ
ん
（
80
歳
）

栃　

川	

前
田
美
智
子
さ
ん
（
90
歳
）

宝
泉
寺	

三
上
か
ず
ゑ
さ
ん
（
93
歳
）

広　

野	

松
村　

子
さ
ん
（
89
歳
）

広　

野	

　

と
し
子
さ
ん
（
93
歳
）

梅　

浦	

八
田　

菊
二
さ
ん
（
89
歳
）

梅　

浦	

山
口　
　

彰
さ
ん
（
78
歳
）

新　

保	

堤　
　
　

剛
さ
ん
（
90
歳
）

　

厨	

河
井
ハ
ル
ミ
さ
ん
（
98
歳
）

米　

ノ	

瀬
川
喜
久
子
さ
ん
（
81
歳
）

高　

橋	

山
塙
と
よ
の
さ
ん
（
93
歳
）

寺　

家	

山
㟢　

義
雄
さ
ん
（
93
歳
）

市　

場	

水
谷
新
四
郎
さ
ん
（
73
歳
）

上
山
中	

林　

サ
ダ
ヲ
さ
ん
（
90
歳
）

打　

越	

吉
中　

照
男
さ
ん
（
90
歳
）

西
田
中	

髙た
か

山や
ま　

蓮れ

央お

（
和
弘
、
男
）

西
田
中	

竹た
け

村む
ら　

奏か
な

汰た

（
悠
希
、
男
）

朝　

日	

林
は
や
し　
　

彩あ

心こ

（
優
樹
、
女
）

陶
の
谷	

中な
か

村む
ら　

燈と
う

真ま

（
聡
、
男
）

梅　

浦	

三み

好よ
し　

瑞み
ず

貴き

（
萌
々
恵
、
女
）

道　

口	

濵は
ま

﨑さ
き　
　

理こ
と

（
祐
平
、
女
）

高　

橋	

林
は
や
し　
　

樹い
つ

希き

（
史
郎
、
男
）

細　

野	

渡わ
た

邉な
べ　
　

和あ
い

（
賢
、
男
）
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久
し
ぶ
り
の
贅
沢
な
ご
ち
そ
う

こ
の
日
・
こ
の
時
・
こ
の
時
期
に

ピ
ー
ス
し
て
い
る
か
に
を
見
て

笑
っ
て
い
る
弟
を
見
て

「
お
ま
え
は　
幸
せ
な
や
っ
ち
ゃ
」

と
、

思
わ
な
い
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

　
そ
う
。

必
ず
明
日
は
く
る
ん
だ

か
に
持
っ
て

ハ
イ　
ピ
ー
ス

奨
励
賞

越
前
中
学
校
三
年		



嘉　
奈　
秀　
太

社
中
学
校
二
年		



梯　
　
　
　
　
楓

佳
作鷹

巣
中
学
校
一
年		



井　
川　
　
　
桃

越
前
中
学
校
三
年		



佐
々
木　
一　
椛

社
中
学
校
二
年		



葊　
辻　
伊　
吹

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校
一
年		



佐
々
木　
悠　
羽

小
さ
な「
い
つ
も
ど
お
り
」

今
年

た
く
さ
ん
の「
い
つ
も
ど
お
り
」が
失
わ
れ
た

ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
し
て

何
を
す
る
に
し
て
も「
自
粛
」は
大
体
つ
い
て
き
て

奨
励
賞

愛
知
県
守
山
中
学
校
一
年		



水　
野　
結　
雅

朝
日
中
学
校
二
年		



濵　
谷　
真　
衣

佳
作朝

日
中
学
校
一
年		



梶　
間　
太　
陽

朝
日
中
学
校
一
年		



渡　
邉　
　
　
快

織
田
中
学
校
一
年		



佐
々
木　
柚　
月

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校
三
年		



熊　
野　
翔　
哉

「
水
仙
の
香
り
漂
う
海
の
声
」

奨
励
賞

丹
生
高
等
学
校
二
年		


岩　
﨑　
吏　
玖

丹
生
高
等
学
校
二
年		


髙　
島　
朋　
加

佳
作丹

生
高
等
学
校
二
年		



西　
中　
蒼　
太

福
井
農
林
高
等
学
校
三
年		



黒　
川　
美　
有

丹
生
高
等
学
校
一
年		



水　
嶋　
一　
翔

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
越
前
市		



野　
口　
善　
雄

「
ず
わ
い
蟹
提
げ
て
結
婚
決
め
に
行
く
」

　
「
令
和
2
年
度 
越
前 

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン

ク
ー
ル
」に
は
、詩
部
門
に
５
７
２
編
、俳
句
部

門
に
３
，５
４
８
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、両
部

門
の
55
人
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
考
慮
し
、開
催
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞滋

賀
県
平
野
小
学
校
五
年	

七　
條　
美　
優

「
き
ょ
う
だ
ん
に
水
仙
か
ざ
る
君
が
す
き
」

奨
励
賞

四
ヶ
浦
小
学
校
六
年		



森　
川　
翔　
梧

織
田
小
学
校
三
年		



松　
本　
　
　
遼

佳
作織

田
小
学
校
三
年		



冨　
田　
丞
之
佑

平
泉
寺
小
学
校
五
年		



竹　
内　
悠　
翔

朝
日
小
学
校
四
年		



木　
本　
心　
太

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞織

田
中
学
校
二
年		



伊　
部　
叶　
稀

「
思
い
出
は
越
前
が
に
に
つ
ま
っ
て
る
」

奨
励
賞

神
奈
川
県
川
崎
市		



久
保
田　
　
　
聡

福
井
県
鯖
江
市		



大　
森　
弘　
美

佳
作三

重
県
鈴
鹿
市		



松　
井　
政　
典

青
森
県
北
津
軽
郡		



竹　
浪　
誠　
也

愛
知
県
東
海
市		



久　
保　
良　
勝

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
小
学
校
六
年		



阪　
下　
雄　
亮

水
仙
に
希
望
を
た
く
そ
う
　

水
仙
が　
ゆ
ら
め
く
よ

水
仙
の
か
お
り
が
鼻
を
く
す
ぐ
る　
い
い
か
お
り

人
間
来
た
ら　
笑
っ
て
る

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら　
笑
っ
て
る

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、こ
ん
に
ち
は
。」

水
仙
に
心
ひ
か
れ
る
人
間
は
、

晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
見
て
い
る
よ

水
仙
が
み
ん
な
笑
っ
て
る

人
間
も
み
ん
な
笑
っ
て
る

地
球
の
み
ん
な
笑
っ
て
る

わ
ら
っ
て
す
ご
す
と
、

い
つ
の
間
に
か
希
望
が
か
が
や
き
始
め
る

水
仙
が
ゆ
ら
め
く
よ

い
ま
か
ら
人
間
か
え
っ
て
く

水
仙
首
ふ
り
あ
い
さ
つ
だ

水
仙
は
、次
の
人
を
待
つ
た
め
に

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
海
を
見
る

奨
励
賞

朝
日
小
学
校
六
年		



大　
塚　
啓　
翔

四
ヶ
浦
小
学
校
一
年		



鈴　
木　
さ
く
ら

佳
作朝

日
小
学
校
六
年		



時　
田　
美　
和

朝
日
小
学
校
六
年		



内　
藤　
萌　
日

四
ヶ
浦
小
学
校
一
年		



神　
﨑　
翔
士
郎

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞社

中
学
校
二
年		



向　
井　
さ
く
ら

ピ
ー
ス

「
か
に
は
の
ぉ
ゆ
で
る
と
赤
く
な
る
ん
よ
」

弟
に
教
え
て
あ
げ
た
。

そ
し
て
、

「
お
ま
え
は　
つ
ら
い
こ
と　
の
り
こ
え
て

 

お
い
し
ー
な
っ
と
る
ん
や
な
」

つ
や
つ
や　
ホ
ワ
ホ
ワ
し
て
い
る

か
に
を
見
て　
つ
ぶ
や
い
た

「
い
つ
も
ど
お
り
」
の
日
々
は
い
つ
に
な
っ
た
ら

戻
る
ん
だ
ろ
う
と
不
安
に
な
っ
て

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
暗
い
こ
と
ば
か

り
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た

で
も
、き
っ
と

き
っ
と
、水
仙
や
か
に
は「
い
つ
も
ど
お
り
」な
ん

だ
ろ
う

水
仙
は
い
つ
も
ど
お
り
綺
麗
に
育
つ
の
だ
ろ
う

か
に
は
い
つ
も
ど
お
り
た
く
さ
ん
と
れ
る
の
だ

ろ
う

そ
う
し
て
、い
つ
も
ど
お
り
た
く
さ
ん
の
人
を
笑

顔
に
す
る
の
だ
ろ
う

そ
ん
な
小
さ
な「
い
つ
も
ど
お
り
」が
、私
に
前
を

向
か
せ
て
く
れ
る

さ
あ
、明
日
も
頑
張
ろ
う

奨
励
賞

兵
庫
県
伊
丹
北
高
等
学
校
二
年

		


中　
村　
佑　
香

佳
作三

国
高
等
学
校
二
年		



嶋　
田　
太　
一

詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞神

奈
川
県
鎌
倉
市		



草　
野　
青　
人

読
書
灯

新
月
に
な
れ
ば
あ
と
は
少
し
ず
つ
水
仙
が
咲
き

三
十
日
か
そ
こ
ら
で
め
ぐ
る
に
は
月
も
忙
し
い
ね

海
の
う
え
に

月
が
満
ち
る
に
つ
れ
て

頭
の
て
っ
ぺ
ん
が

あ
た
た
か
く
あ
た
た
か
く

な
っ
て
い
く
の
は

月
の
摩
擦
だ
ろ
う
か

こ
う
や
っ
て
い
ま

あ
か
る
い
空
を
み
あ
げ
て
い
る
と
く
も
の

糸
の
よ
う
に
月
の
光
り
が

目
の
前
へ
お
り
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

た
ま
に
は

違
う
道
を
歩
く

月
に
か
ら
ま
ら
な
い
よ
う
に

忙
し
い
ね
と
言
っ
た
人
は

ひ
と
月
に
い
っ
ぺ
ん
し
か
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励
賞

愛
知
県
一
宮
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大　
江　
　
　
豊

福
井
県
坂
井
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花　
澤　
　
　
愛

佳
作京

都
府
京
都
市		



三
ツ
谷　
直　
子

長
野
県
長
野
市		



中　
澤　
眞　
美

福
井
県
越
前
市		



成　
田　
祐
美
子

越
前
町
商
工
会
長
賞

織
田
小
学
校
二
年		


轟　
　
　
弥　
雅

朝
日
中
学
校
一
年		



青　
山　
琉　
夢

北
陸
高
等
学
校
三
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村　
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和

福
井
県
農
業
協
同
組
合
長
賞

朝
日
小
学
校
六
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松　
村　
麻　
稟

越
前
中
学
校
二
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岩　
本　
智　
美

福
井
農
林
高
等
学
校
三
年		



石　
川　
陸　
哉

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

　
俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
越
前
市		



安　
川　
浩　
江

　
詩
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
鯖
江
市		



友　
廣　
勇　
介

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
敦
賀
市		



倉　
谷　
重　
瑠

　
詩
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
福
井
市		
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千
雅
子

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
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☎
３
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２
０
０
０

入
賞
者 

大
賞
作
品
テーマ
希望
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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発
行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

●越前子育て支援センター●
輝け！

No.9

一緒に子育てを楽しみましょう。お気軽にお越しください。

行ってみよう！子育て支援センター

海
み

土
ど

里
り

ちゃん

ぎょうざの皮で簡単ピザ
材料（10個分）

ぎょうざの皮………………… 10枚

ベーコン……………………… 3枚

ミニトマト…………………… 10個

ピーマン…………………… 1/2個

たまねぎ…………………… 1/4個

とろけるチーズ……………… 適量

ピザソース……………… 大さじ4

①ベーコンは1㎝幅、ミニトマトは半分、玉ねぎとピーマンは、うすく
スライスします。

②ぎょうざの皮にピザソースをぬり、玉ねぎ、ピーマン、ベーコン、
ミニトマト、チーズをのせます。

③ホットプレートに並べて、フタをし弱火にします。野菜に火が通り、
チーズがとけたらできあがりです。
	（オーブンシートを敷くときれいに仕上がります。）

作り方

みどりちゃん
のひとこと

ピザの具材として、しいたけがおすすめです。生しいたけは春と秋が旬で収穫の時期です。

海土里ちゃん

教えて  第9回

みなさん、こんにちは。越前町食育推進マスコットキャラクターの越
えち

前
ぜん

海
み

土
ど

里
り

です。
今回は、ピザ生地の代わりにぎょうざの皮を使った、ピザをご紹介します。

恵まれた環境の中でいろんな恵まれた環境の中でいろんな
刺激を味わえる♪刺激を味わえる♪

ポーセリンアートポーセリンアート
～小鉢編～～小鉢編～

3月のイベント
ひなまつり会
2日（火）　10：00〜

ママと一緒に記念写真
9日（火）　10：00〜

お祝い会
16日（火）　10：00〜

※事前に予約が必要です。
越前子育て支援センター
までご連絡ください。
☎37−0900

『天気のいい日はお外へ GO!!』『天気のいい日はお外へ GO!!』

『ママたちの息抜き『ママたちの息抜き
 できるイベントも』 できるイベントも』 『もちろん一緒に『もちろん一緒に

 楽しめる遊びも』 楽しめる遊びも』

『異年齢のお友達とも仲良し』『異年齢のお友達とも仲良し』

砂遊び

大好き

はじめ
まして│

一緒に
遊ぼう！

おいで
おいで

ご飯食べて
くれるかなぁ
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